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平成 31 年度 英語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 

 

総合英語 

 

 

５ 

 

第１学年 

増進堂「FLEXⅠ」「FLEXⅠ 予習ノート」 

いいずな書店「be English Expression I Standard」 

「be English Expression I Advanced Workbook」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「FLEX Ⅰ」を使用する授業では、Reading に主眼を置いて授業を行う。まとまりのある英文を読み、

概要を把握することができるかを、Ｔor ＦやＱＡなどの形式を用いて考えさせる。また、多岐にわた

るトピックに関して、生徒自身の意見を書き、発表したり、本文の要約など、英文に関連した表現活動

も取り入れる。また、「be English Expression I Standard」を使う授業では、Writing に主眼を置いて

授業を行う。もちろん、Listening や Speaking などの活動も随所に入れていき、ペアワークなどを通

して、英語の４技能の向上に努める。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第 1 学年】履修科目：「総合英語」(５単位)及び「異文化理解」(２単位) 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

学習到達目

標 
科目・評価 

◎やりとり 

日常的なあいさつができ、

趣味や部活動等のなじみ

のあるトピックに関して、は

っきりと話されれば質疑応

答することができる。 

◎発表 

写真や絵、地図などの視

覚的な補助を利用しな

がら、短いスピーチをす

ることができる。 

総合英語 

･ｲﾝﾀｰﾋﾞｭ

ｰﾃｽﾄ 

･ｽﾋﾟｰﾁ 

異文化理

解 1 

・ｲﾝﾀﾋﾞｭ

ｰﾃｽﾄ 

・ｽﾋﾟｰﾁ 

身の回りの出来

事や趣味、場

所などについ

て、個人的に関

係のある経験

や事柄であれ

ば、簡単に描

写することがで

きる。 

総合英語 

･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ

ﾃｽﾄ 

･定期ﾃｽﾄ 

異文化理

解 

・定期考

査 

・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ

ﾃｽﾄ 

家族や学校などの 

ことについて平易な 

文でゆっくりはっきり 

と話されれば理解 

することができる。 

総合英語 

･ﾘｽﾆﾝｸﾞﾃ

ｽﾄ 

 

異文化理

解 

・ﾘｽﾆﾝｸﾞﾃ

ｽﾄ 

生活、趣味、

ス ポ ー ツ な

ど、日常的な

トピックを扱っ

た文章の要

点を理解した

り、必要な情

報を取り出し

たりすることが

できる。 

総合英語 

･ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾃｽﾄ 

･音読 

･定期ﾃｽﾄ 

異文化理解 

・定期考査 

・小ﾃｽﾄ 

 

 

 

 

 



３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

４ 学習の活動 

 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーション

に関心をもち、積極

的に言語活動を行

い、コミュニケーシ

ョンを図ろうとして

いるかを的確に評価

できる方法で実施 

CAN-DO リストによる

「話すこと」と「書くこ

と」の到達目標を的確に

評価できる方法で実施 

CAN-DO リストによ

る「聞くこと」と「読

むこと」の到達目標を

的確に評価できる方法

で実施 

英語やその運用につい

ての知識を身に付けて

いるとともに、その背

景にある文化などを理

解しているかどうかを

的確に評価できる方法

で実施 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

（15 時間） 

熊本のゆるキャ

ラ「くまもん」

の特徴と、その

背後にある地域

振興のあり方。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しな

い） 

・本文のトピックにまつ

わる内容について簡単

に意見交換を行う。 

・くまモンが日本だけ

でなく，世界でも人気

である背景を読み取

ろうと努めている。 

・ペアワーク 

・質疑応答 

「英語表現の能力」 

・好きなゆるキャラや

その商品についてのア

イデアを紹介・共有す

ることができる。 

・本文内容について段落

ごとに自分で設問とそ

の答えを作り、ペアで質

疑応答する。 

・写真や絵、地図などの

視覚的な補助を利用し

ながら、短いスピーチを

する。 

・本レッスンの内容に

ついての英問に対し

て英語で答えを書く

ことや，知り得た情報

を英語に直して書く

ことができる。 

・くまモンの特徴を英

語で説明ができる。 

・ワークシート 

・ペアワーク 

・スピーキングテスト 

「英語理解の能力」 

・熊本のゆるキャラ「く

まもん」の特徴と、そ

の背後にある地域振興

のあり方について、要

点をおさえ、必要な情

報を取り出すことがで

きる。 

・内容を把握させながら，

全文を読む。 

・くまモンとはどのよ

うなキャラクターな

のか，特徴について読

み取ることができる。 

・定期考査 

・ワークブック 

・リスニングテスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・受け身, to 不定詞, 動

名詞の表現を理解でき

る。 

・新出文法問題を解き、

それを使って英文を作

る。 

・受け身，to 不定詞，

動名詞について，それ

ぞれの意味や働き，形

を理解している。 

・定期考査 

Lesson ２ 

（15 時間） 

脳の働きと、ス

ポーツにおける

個人・チームで

の勝利と目標達

成の関係性。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・好きな教科を紹介す

ることができる。 

・本文内容や本文のトピ

ックに関する教員から

の発問に対して応答す

る。 

・本文のトピックにまつ

わる内容について簡単

に意見交換を行う。 

 

 

・大きな目標を遂げる

ためには，脳をどのよ

うに働かせるか，その

工夫を理解しようと

努めている。 

・ペアワーク 

・質疑応答 

「英語表現の能力」 



・スポーツをする上で

重要だと思うことにつ

いて伝えることができ

る。 

 

・写真や絵、地図などの

視覚的な補助を利用し

ながら、短いスピーチを

する。 

・本文のトピックに関わ

る身の回りの出来事や

趣味、場所などについ

て、個人的に関係のある

経験や事柄を簡単に描

写する。 

・スポーツが上達する

にはどうすれば良い

か，効率的な方法をグ

ループで話し合うこ

とができる。 

・本レッスンの内容に

ついての英問に対し

て英語で答えを書く

ことや，知り得た情報

を英語に直して書く

ことができる。 

・ワークシート 

・ペアワーク 

・スピーキングテスト 

「英語理解の能力」 

・脳の働きと、スポー

ツにおける個人・チー

ムでの勝利と目標達成

の関係性について、要

点をおさえ、必要な情

報を取り出すことがで

きる。 

・スポーツが上達するに

はどうすべきか読み取

る。 

・語句の意味および発音

を定着する。 

・関係代名詞の表現を

的確に把握し，その使

い方と内容を理解し

た上で，本文の内容を

正確に把握できる。 

・摩擦音や破裂音を認

識できる。 

・定期考査 

・ワークブック 

・リスニングテスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・スポーツの上達や，

実際にプレーとして技

能を発揮するには脳が

密接に関連していると

理解する。 

・どのように練習すれば，

この“in the zone”が身

につくのか考える。 

・スポーツの上達や，

実際にプレーとして

技能を発揮するには

脳が密接に関連して

いると理解している。 

・定期考査 

Lesson ３ 

（15 時間） 

宇宙からエネル

ギーを得て、新

たな資源としよ

うとするプロジ

ェクトの、利点

とかかる費用、

日本の担うべき

役割。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・積極的に音読練習を

する。 

・本文を音読する。 ・積極的に声を出して

音読しようと努めて

いる。 

・ペアワーク 

・質疑応答 

「英語表現の能力」 

・日常使っているエネ

ルギーのあり方を考

え、重要だと思うこと

について伝えることが

できる。 

・写真や絵、地図などの

視覚的な補助を利用し

ながら、短いスピーチを

する。 

・本文のトピックに関わ

る身の回りの出来事や

趣味、場所などについ

て、個人的に関係のある

経験や事柄を簡単に描

写する。 

・日常使っているエネ

ルギーのあり方を考

え、重要だと思うこと

について伝えること

ができる。 

 

・ワークシート 

・ペアワーク 

・スピーキングテスト 



「英語理解の能力」 

・宇宙からエネルギー

を得て、新たな資源と

しようとするプロジェ

クトの、利点とかかる

費用、日本の担うべき

役割について、要点を

おさえ、必要な情報を

取り出すことができ

る。 

・日常使っているエネ

ルギーのあり方を考

え、重要だと思うこと

について伝えることが

できる。 

・内容を把握させながら，

全文を読む。 

・速読しながら，True or 

False を解く。 

・本文を聞きながら、QA

に答える。 

・他者の本文要約や英作

文を聞く。 

・宇宙からエネルギー

を得て、新たな資源と

しようとするプロジ

ェクトの、利点とかか

る費用、日本の担うべ

き役割について、要点

をおさえ、必要な情報

を取り出すことがで

きる。 

・日常使っているエネ

ルギーのあり方を考

え、重要だと思うこと

について伝えること

ができる。 

・定期考査 

・ワークブック 

・リスニングテスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞，〈名詞＋分詞

句〉，現在完了の表現を

理解できる。 

 

 

・新出文法問題を解き、

それを使って英文を作

る。 

・日本の輸出，輸入の位

置づけを理解する。 

・助動詞，〈名詞＋分

詞句〉，現在完了の表

現を理解する。 

・定期考査 

Lesson ４ 

（15 時間） 

マララさんの生

い立ち、アフガ

ニスタンとタリ

バンへの攻撃に

より戦場と化し

た故郷、マララ

さんへの襲撃と

その背景、教育

の重要性につい

てのスピーチ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・教育を受けたいとい

う，マララの願いを理

解し、教育の大切さを

学習者同士で共有す

る。 

・本文内容や本文のトピ

ックに関する教員から

の発問に対して応答す

る。 

・本文のトピックにまつ

わる内容について簡単

に意見交換を行う。 

・教育を受けたいとい

う，マララの願いを理

解し、教育の大切さを

学習者同士で共有す

る。 

・ペアワーク 

・質疑応答 

「英語表現の能力」 

・マララの教育への思

いを受けて，私たちに

どのようなことができ

るかを考え，クラスで

発表することができ

る。 

・本レッスンの内容に

ついての英問に対して

英語で答えを書くこと

ができる。 

・写真や絵、地図などの

視覚的な補助を利用し

ながら、短いスピーチを

する。 

・本文のトピックに関わ

る身の回りの出来事や

趣味、場所などについ

て、個人的に関係のある

経験や事柄を簡単に描

写する。 

・マララの教育への思

いを受けて，私たちに

どのようなことがで

きるかを考え，クラス

で発表することがで

きる。 

・本レッスンの内容に

ついての英問に対し

て英語で答えを書く

ことができる。 

・ワークシート 

・ペアワーク 

・スピーキングテスト 

「英語理解の能力」 



・時制(特に過去完了形)

を的確に把握し，本文

の内容を正確に理解で

きる。 

・本レッスンの内容に

ついての英問や英文を

聴いて，内容を正しく

理解できる。 

・内容を把握させながら，

全文を読む。 

・速読しながら，True or 

False を解く。 

・本文を聞きながら、QA

に答える。 

・他者の本文要約や英作

文を聞く。 

・時制(特に過去完了

形)を的確に把握し，

本文の内容を正確に

理解できる。 

・本レッスンの内容に

ついての英問や英文

を聴いて，内容を正し

く理解できる。 

・定期考査 

・ワークブック 

・リスニングテスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞(主格・目

的格)，過去完了形，関

係代名詞 what，それぞ

れの意味や働き，形を

理解している。 

・新出文法問題を解き、

それを使って英文を作

る。 

・関係代名詞(主格・

目的格)，過去完了形，

関係代名詞 what，そ

れぞれの意味や働き，

形を理解している。 

・定期考査 

Lesson ５ 

（15 時間） 

富士山、浮世絵

といった日本の

世界自然遺産、

世界文化遺産が

世界に与えた影

響を知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・富士山の文化として

の位置づけを理解しよ

うと努めている。 

・本文内容や本文のトピ

ックに関する教員から

の発問に対して応答す

る。 

・本文のトピックにまつ

わる内容について簡単

に意見交換を行う。 

・富士山の文化として

の位置づけを理解し

ようと努めている。 

・ペアワーク 

・質疑応答 

「英語表現の能力」 

・富士山を登ることで

得られる効果について

説明することができ

る。 

・富士山の特徴を項目

別に書くことができ

る。 

・写真や絵、地図などの

視覚的な補助を利用し

ながら、短いスピーチを

する。 

・本文のトピックに関わ

る身の回りの出来事や

趣味、場所などについ

て、個人的に関係のある

経験や事柄を簡単に描

写する。 

・富士山を登ることで

得られる効果につい

て説明することがで

きる。 

・富士山の特徴を項目

別に書くことができ

る。 

・ワークシート 

・ペアワーク 

・スピーキングテスト 

「英語理解の能力」 

・富士山が世界文化遺

産として認定された理

由を読み取ることがで

きる。 

・日本語にはない音を

認識できる。 

・内容を把握させながら，

全文を読む。 

・速読しながら，True or 

False を解く。 

・本文を聞きながら、QA

に答える。 

・他者の本文要約や英作

・富士山が世界文化遺

産として認定された

理由を読み取ること

ができる。 

・日本語にはない音を

認識できる。 

・定期考査 

・ワークブック 

・リスニングテスト 



文を聞く。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・富士山が文化的な価

値をもつものとして認

識されている理由や背

景を理解できる。 

・同格 that，原形不定

詞，節を導く形式主語

it について，それぞれの

意味や働き，形を理解

している。 

・新出文法問題を解き、

それを使って英文を作

る。 

・富士山が文化的な価

値をもつものとして

認識されている理由

や背景を理解できる。 

・同格 that，原形不定

詞，節を導く形式主語

it について，それぞれ

の意味や働き，形を理

解している。 

・定期考査 

Lesson ６ 

（15 時間） 

日本文学・日本

文化を世界へ広

めることに貢献

したドナルド・

キーン氏の人生

を時代と出来事

とともになぞ

り、現在に至る

彼の功績をたど

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ドナルド・キーンと

はどのような人物か，

また彼は日本文学を世

界にどのように広めた

かを理解しようと努め

ている。 

・本文内容や本文のトピ

ックに関する教員から

の発問に対して応答す

る。 

・本文のトピックにまつ

わる内容について簡単

に意見交換を行う。 

・ドナルド・キーンと

はどのような人物か，

また彼は日本文学を

世界にどのように広

めたかを理解しよう

と努めている。 

・ペアワーク 

・質疑応答 

「英語表現の能力」 

・ドナルド・キーンが

日本の人々に同情する

ようになったときの心

情を英文で書き、ペア

で情報交換することが

できる。 

・写真や絵、地図などの

視覚的な補助を利用し

ながら、短いスピーチを

する。 

・本文のトピックに関わ

る身の回りの出来事や

趣味、場所などについ

て、個人的に関係のある

経験や事柄を簡単に描

写する。 

 

 

 

・ドナルド・キーンが

日本の人々に同情す

るようになったとき

の心情を英文で書き、

ペアで情報交換する

ことができる。 

・ワークシート 

・ペアワーク 

・スピーキングテスト 

「英語理解の能力」 

・日本はドナルド・キ

ーンに対し，どのよう

なことをしたのか読み

取ることができる。 

・内容を把握させながら，

全文を読む。 

・速読しながら，True or 

False を解く。 

・日本はドナルド・キ

ーンに対し，どのよう

なことをしたのか読

み取ることができる。 

・定期考査 

・ワークブック 

・リスニングテスト 



・日本語の音と英語の

音の違いに注意して音

読することができる。 

・本文を聞きながら、QA

に答える。 

・他者の本文要約や英作

文を聞く。 

・日本語の音と英語の

音の違いに注意して

音読することができ

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ドナルド･キーンが日

本に対してどのように

交じり合ったか，一連

の流れを理解する。 

・関係副詞，関係代名

詞の非制限的用法，It is 

true that ～, but …，

それぞれの意味や働

き，形を理解している。 

・新出文法問題を解き、

それを使って英文を作

る。 

・ドナルド･キーンが

日本に対してどのよ

うに交じり合ったか，

一連の流れを理解す

る。 

・関係副詞，関係代名

詞の非制限的用法，It 

is true that ～, but 

…，それぞれの意味や

働き，形を理解してい

る。 

・定期考査 

Lesson ７ 

（15 時間） 

輸入することに

よって自国の水

を使わず農作物

を得ている日

本。実際に日本

でそれだけの農

作物を育てよう

としたら必要と

なる水「ヴァー

チャルウォータ

ー」について触

れ、日本の食習

慣の変化や、家

庭や事業で廃棄

される「食品ロ

ス」について考

える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本がさまざまな国

から食料を輸入してい

る原因や背景を考え、

発問に答えることがで

きる。 

・本文内容や本文のトピ

ックに関する教員から

の発問に対して応答す

る。 

・本文のトピックにまつ

わる内容について簡単

に意見交換を行う。 

・日本がさまざまな国

から食料を輸入して

いる原因や背景を考

え、発問に答えること

ができる。 

・ペアワーク 

・質疑応答 

「英語表現の能力」 

・仮想水とはどのよう

なことを指しているの

か，英文を書いて、説

明することができる。 

・写真や絵、地図などの

視覚的な補助を利用し

ながら、短いスピーチを

する。 

・本文のトピックに関わ

る身の回りの出来事や

趣味、場所などについ

て、個人的に関係のある

経験や事柄を簡単に描

写する。 

・仮想水とはどのよう

なことを指している

のか，英文を書いて、

説明することができ

る。 

・ワークシート 

・ペアワーク 

・スピーキングテスト 

「英語理解の能力」 

・日本国内で，さまざ

まな国からの食料の輸

入が増加している原因

について読み取ること

ができる。 

・内容を把握させながら，

全文を読む。 

・速読しながら，True or 

False を解く。 

・本文を聞きながら、QA

・日本国内で，さまざ

まな国からの食料の

輸入が増加している

原因について読み取

ることができる。 

・定期考査 

・ワークブック 

・リスニングテスト 



・音声を聞きながら、 

True or False か判断で

きる。 

に答える。 

・他者の本文要約や英作

文を聞く。 

・音声を聞きながら、 

True or False か判断

できる。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮想水が実際にどの

ように使用され，また

日本がどれだけの量の

仮想水を輸入している

かを理解できる。 

・関係代名詞の非制限

用法，前置詞＋関係代

名詞，関係副詞，それ

ぞれの意味や働きを理

解できる。 

・新出文法問題を解き、

それを使って英文を作

る。 

・仮想水が実際にどの

ように使用され，また

日本がどれだけの量

の仮想水を輸入して

いるかを理解できる。 

・関係代名詞の非制限

用法，前置詞＋関係代

名詞，関係副詞，それ

ぞれの意味や働きを

理解できる。 

・定期考査 

Lesson ８ 

（15 時間） 

人が装着するか

たちのロボット

HAL と開発者

の Sankai 教授

の人間社会への

ロボットの貢献

の仕方について

の見解。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本の出生率が低下

することで，どのよう

な問題が起こりうる

か、情報を共有できる。 

・本文内容や本文のトピ

ックに関する教員から

の発問に対して応答す

る。 

・本文のトピックにまつ

わる内容について簡単

に意見交換を行う。 

・日本の出生率が低下

することで，どのよう

な問題が起こりうる

か、情報を共有でき

る。 

・ペアワーク 

・質疑応答 

「英語表現の能力」 

・自分の人生を変える

ほどのものや作品を英

文で紹介文を書き、ク

ラスへ英語で紹介する

ことができる 

・写真や絵、地図などの

視覚的な補助を利用し

ながら、短いスピーチを

する。 

・本文のトピックに関わ

る身の回りの出来事や

趣味、場所などについ

て、個人的に関係のある

経験や事柄を簡単に描

写する。 

・自分の人生を変える

ほどのものや作品を

英文で紹介文を書き、

クラスへ英語で紹介

することができる。 

・ワークシート 

・ペアワーク 

・スピーキングテスト 

「英語理解の能力」 

・強勢，リズム，イン

トネーション，区切り

などに注意して音読す

ることができる。 

・英語特有の l や r の

発音を認識できる。 

・内容を把握させながら，

全文を読む。 

・速読しながら，True or 

False を解く。 

・本文を聞きながら、QA

に答える。 

・強勢，リズム，イン

トネーション，区切り

などに注意して音読

することができる。 

・英語特有の l や r の

発音を認識できる。 

・定期考査 

・ワークブック 

・リスニングテスト 



・他者の本文要約や英作

文を聞く。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・介護や運動の補助に

役立つロボットにまつ

わる内容を理解でき

る。 

・仮定法過去，関係副

詞の非制限用法，仮定

法過去完了の意味や働

きを理解し、活用でき

る。 

・新出文法問題を解き、

それを使って英文を作

る。 

・介護や運動の補助に

役立つロボットにま

つわる内容を理解で

きる。 

・仮定法過去，関係副

詞の非制限用法，仮定

法過去完了の意味や

働きを理解し、活用で

きる。 

・定期考査 

Lesson ９ 

（15 時間） 

マジックテープ

や痛みのない針

など、自然界に

あるものにアイ

デアを得て身近

な人間界の問題

の解決を図る

「biomimicry」

について。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・蚊の血を吸う行動か

ら，どのような物が開

発されたかを英語で情

報を共有できる。 

・本文内容や本文のトピ

ックに関する教員から

の発問に対して応答す

る。 

・本文のトピックにまつ

わる内容について簡単

に意見交換を行う。 

・蚊の血を吸う行動か

ら，どのような物が開

発されたかを英語で

情報を共有できる。 

・ペアワーク 

・質疑応答 

「英語表現の能力」 

・本文内容に沿って，

本紙の写真を用いて、

英文を書いたのち、リ

テリングすることがで

きる。 

・写真や絵、地図などの

視覚的な補助を利用し

ながら、短いスピーチを

する。 

・本文のトピックに関わ

る身の回りの出来事や

趣味、場所などについ

て、個人的に関係のある

経験や事柄を簡単に描

写する。 

・本文内容に沿って，

本紙の写真を用いて、

英文を書いたのち、リ

テリングすることが

できる。 

・ワークシート 

・ペアワーク 

・スピーキングテスト 

「英語理解の能力」 

・バイオミミクリーの

原理のように，自然の

産物を使うことでどの

ような利点があるか読

み取ることができる。 

・内容を要約や，リテ

リングを聞いて理解で

・内容を把握させながら，

全文を読む。 

・速読しながら，True or 

False を解く。 

・本文を聞きながら、QA

に答える。 

・他者の本文要約や英作

・バイオミミクリーの

原理のように，自然の

産物を使うことでど

のような利点がある

か読み取ることがで

きる。 

・内容を要約や，リテ

・定期考査 

・ワークブック 

・リスニングテスト 



きる。 

 

文を聞く。 リングを聞いて理解

できる。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自然から得られる恩

恵を理解し，それをど

のように活用できるか

を理解できる。 

・SVOC(分詞)，if 節の

ない仮定法，分詞構文

についての形と意味を

理解できる。 

・新出文法問題を解き、

それを使って英文を作

る。 

・自然から得られる恩

恵を理解し，それをど

のように活用できる

かを理解できる。 

・SVOC(分詞)，if 節

のない仮定法，分詞構

文についての形と意

味を理解できる。 

・定期考査 

Lesson 10 

（15 時間） 

Dalai Lama14

世が世界に知ら

れることとなっ

た経緯と、チベ

ットで政治的な

立場から離れた

後、対立とどう

向き合っていけ

ばよいか説いた

内容について。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自ら平和な世界を作

っていくために，どの

ようなことをすべきか

を考え、情報を共有で

きる。 

・本文内容や本文のトピ

ックに関する教員から

の発問に対して応答す

る。 

・本文のトピックにまつ

わる内容について簡単

に意見交換を行う。 

・自ら平和な世界を作

っていくために，どの

ようなことをすべき

かを考え、情報を共有

できる。 

・ペアワーク 

・質疑応答 

「英語表現の能力」 

・ダライ・ラマ 14 世の

取ってきた一連の行動

について，平和な世界

を築いていくためには

どのようにすべきか，

自身が感じたことを英

語で書いて言うことが

できる。 

・写真や絵、地図などの

視覚的な補助を利用し

ながら、短いスピーチを

する。 

・本文のトピックに関わ

る身の回りの出来事や

趣味、場所などについ

て、個人的に関係のある

経験や事柄を簡単に描

写する。 

 

 

・ダライ・ラマ 14 世

の取ってきた一連の

行動について，平和な

世界を築いていくた

めにはどのようにす

べきか，自身が感じた

ことを英語で書いて

言うことができる。 

・ワークシート 

・ペアワーク 

・スピーキングテスト 

「英語理解の能力」 

・ダライ・ラマ 14 世は

世界中のどのようなこ

とを心配していたのか

読み取ることができ

る。 

 

・内容を把握させながら，

全文を読む。 

・速読しながら，True or 

False を解く。 

・本文を聞きながら、QA

に答える。 

・ダライ・ラマ 14 世

は世界中のどのよう

なことを心配してい

たのか読み取ること

ができる。 

・定期考査 

・ワークブック 

・リスニングテスト 



 

・他者の本文要約や英作

文を聞く。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ダライ・ラマ 14 世の

考えや行動をもとに，

これからの世界の平和

ついて理解できる。 

・部分否定，複合関係

代名詞，分詞構文の受

け身の意味や働き，形

を理解できる。 

・新出文法問題を解き、

それを使って英文を作

る。 

・ダライ・ラマ 14 世

の考えや行動をもと

に，これからの世界の

平和ついて理解でき

る。 

・部分否定，複合関係

代名詞，分詞構文の受

け身の意味や働き，形

を理解できる。 

・定期考査 


